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                港区教育委員会会議録        第２３６８号 
平成２５年第４回臨時会 

 

日 時 平成２５年２月２６日（火） 午前１０時００分 開会 

場 所 教育委員会室 

「出席委員」            委 員 長        澤   孝一郎 

                  委員長職務代理者        小 島 洋 祐 

                  委      員        綱 川 智 久 

                  委      員        永 山 幸 江 

                  教 育 長        小 池 眞喜夫 

 

「説明のため出席した事務局職員」  次      長        安 田 雅 俊 

                  庶 務 課 長        奥 野 佳 宏 

                  教育政策担当課長        山 本 睦 美 

                  学校施設計画担当課長        大久保 光 正 

                  学 務 課 長        佐 藤 雅 志 

                  生涯学習推進課長        白 井 隆 司 

                  国体推進担当課長        上 村   隆 

                  図書・文化財課長        沼 倉 賢 司 

                  指 導 室 長        平 田 英 司 

 

「書 記」             庶務課庶務係長        柏   正 彦 

                  庶 務 課 庶 務 係        遠 藤 由香里 

 

「議題等」 

日程第１ 会議録の承認 

 第２３５８号 第１６回臨時会（平成２４年９月２５日開催） 

 第２３５９号 第１０回定例会（平成２４年１０月９日開催） 

 第２３６０号 第１７回臨時会（平成２４年１０月１２日開催） 

日程第２ 審議事項 

 １ 議案第１２号 港区立幼稚園教育職員の人事について（秘密会） 

日程第３ 協議事項 

１ 平成２５年度入学式・入園式「お祝いの言葉」について 

日程第４ 教育長報告事項 

１ 平成２５年度予算について 
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 ２ 平成２４年度秋の通学路点検の実施結果報告について 

 ３ 生涯学習推進課の３月事業予定について 

 ４ 第３回港区２０２０年オリンピック・パラリンピック東京招致推進会議について 

 ５ 図書館・郷土資料館の３月行事予定について 

 ６ 平成２５年度港区立高輪図書館の臨時休館について 

 ７ ３月指導室事業予定について 

８ 少人数指導講師事業について 

日程第５ 請願又は陳情 

 港区立幼稚園の園児募集における「双子等のルール」の改定を求める陳情 
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「開 会」 

○澤委員長 それでは、皆さん、おはようございます。ここのところ寒い日が続いていて、風邪も

はやっているようです。体調に気をつけてやっていきたいと思います。ただいまから平成２５年第

４回港区教育委員会臨時会を開会させていただきます。 

日程に入ります。 

（午前１０時００分） 

 

「会議録署名委員」 

○澤委員長 本日の署名委員は、永山委員、よろしくお願いいたします。 

 

第１ 会議録の承認 

 第２３５８号 第１６回臨時会（平成２４年９月２５日開催） 

 第２３５９号 第１０回定例会（平成２４年１０月９日開催） 

 第２３６０号 第１７回臨時会（平成２４年１０月１２日開催） 

○澤委員長 それでは、日程の第１、会議録の承認です。平成２４年９月２５日開催の第２３５８

号、第１６回臨時会、平成２４年１０月９日開催の第２３５９号、第１０回定例会、そして平成２

４年１０月１２日開催の第２３６０号、第１７回臨時会の会議録につきましては、既に配布されて

いると思いますけれども、承認ということでよろしいですか。 

（異議なし） 

○澤委員長 ありがとうございます。それでは、承認することに決定いたしました。 

 

第２ 審議事項 

 １ 議案第１２号 港区立幼稚園教育職員の人事について 

○澤委員長 日程第２、審議事項に入ります。 

 議案第１２号「港区立幼稚園教育職員の人事について」。まことに恐縮ですけれども、この議題に

つきましては人事案件でありますので秘密会に入りたいと思いますが、ご異議ございませんでしょ

うか。 

（異議なし） 

○澤委員長 ありがとうございます。 

それでは、秘密会に入ります。 

                   （秘密会終了） 

第３ 協議事項 

 １ 平成２５年度入学式・入園式「お祝いの言葉」について 

○澤委員長 次に日程第３、協議事項にはいります。 

 「平成２５年度入学式・入園式『お祝いの言葉』について」。指導室長、説明をお願いします。 
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○指導室長 それでは、読み上げて確認させていただきたいと思います。 

最初に幼稚園でございます。 

お祝いの言葉 

ご入園、おめでとうございます。みなさんは、今日から（   ）幼稚園の子どもたちです。 

幼稚園には、園長先生をはじめ、優しい先生方や元気いっぱいのお兄さん、お姉さんたちがいま

す。先生方やお兄さん、お姉さんも、みなさんと一緒に遊べることをとても楽しみにしています。

幼稚園では、毎日お友だちと遊んだり、歌を歌ったり、楽しいことがたくさんあります。また、先

生がたくさんの本を読んでくださいます。明日から元気いっぱいの笑顔で、幼稚園に通ってくださ

い。 

ここで、みなさんにひとつお願いがあります。朝、幼稚園にきたら先生に「おはようございます」、

お友達に「おはよう」と元気な声であいさつをしましょう。あいさつをすると、みんな気持ちよく

なり、１日がとても楽しくなりますよ。 

さて、保護者の皆様、お子様のご入園、誠におめでとうございます。心からお祝い申し上げます。 

子どもたちの健やかな成長のためには、家庭と地域、幼稚園とが十分に連携することが大切です。

子どもたち一人ひとりがたくましく心豊かに成長できますよう、幼稚園の教育活動についてご理解、

ご協力の程、よろしくお願いいたします。 

また、園長先生をはじめ教職員の皆様、そして、ＰＴＡ、地域の皆様、当園の園児一人ひとりに

温かいご指導とご支援をよろしくお願いいたします。 

結びに、入園児の健やかな成長を心から願いますとともに、ご出席の皆様方のご健勝とご多幸を

祈念し、お祝いの言葉といたします。 

平成２５年４月１０日 港区長 武井雅昭 港区教育委員会。 

以上です。 

○澤委員長 ありがとうございます。 

 幼稚園の入園式につきまして、「お祝いの言葉」の原案を今読み上げてもらいましたけれども、何

かお気づきの点等、あるいはご意見等ございますでしょうか。 

○綱川委員 大体毎年入学式・入園式は同じだと思うのですけれども、今年、特に変わったという

ところはありますか。 

○指導室長 委員ご指摘のとおり、大きくは変えておりません。おそらく幼稚園は、３歳児の入園

もありますし、４歳、５歳とはいえ、このとおり読んでもほとんど聞いていない。大事なところは、

最初のところは私もはしょったりして話をします。「さて、保護者の皆様」というところから、ここ

はお伝えしなければいけない部分なので、ここは読み上げかなということで、最初の部分はかなり

アドリブが出てくると思います。 

○澤委員長 結構３歳児だと泣きだして保護者のところへ行ったり、色々その場で状況判断してや

らなければいけないですね。 

○綱川委員 ３歳児が入ったところだと、今までそういう設備をしていないから、結局すし詰め状
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態なのです。 

○澤委員長 ３歳児と４歳児もいますから。 

 本当におじいちゃん、おばあちゃんにも来ていただいて、園児の数より家族の数の方が大体多い

ですね。我々としてはおめでたい門出をお祝いしてあげたいという、そういう気持ちが伝わればよ

ろしいのだろうと思います。よろしゅうございますか。 

（異議なし） 

○澤委員長 ありがとうございます。 

それでは、指導室長、次よろしくお願いします。 

○指導室長 小学校入学式でございます。 

お祝いの言葉 

新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。 

今日から皆さんは、港区立（   ）小学校の１年生です。 

新しい小学校の生活に向けてどきどきしたり、わくわくしたりしていることと思います。これか

ら、この（   ）小学校で、楽しく過ごすために、大切なことを三つ、お話しします。 

一つめは、大きな声であいさつをすることです。自分から元気にあいさつをして、新しい友達を

たくさんつくってください。また、友達だけでなくおうちの方、先生方、地域の方にも「おはよう

ございます」「ありがとうございます」「さようなら」など、元気にあいさつのできる人になってく

ださい。 

二つめは、早寝早起きをして規則正しい生活をすることです。夜は早く寝て、朝は早起きをして、

朝ご飯をしっかり食べて、元気よく学校に来てください。そして、お昼にはおいしい給食を食べて、

たくさん体を動かして遊びましょう。そうすれば、心も体も健康になって、頑張る力がわいてきま

す。 

三つめは、たくさん勉強することです。国語や算数、それに港区では英語の授業もあり、先生方

が色々なことを教えてくださいます。また本をたくさん読むことにも挑戦してください。本を読む

ことで今まで知らなかったことが発見できます。先生のお話をしっかり聞いて、よく考えて、たく

さんのことを勉強してください。 

今、お話しした「大きな声であいさつをすること」「早寝早起きをして元気に生活すること」「た

くさん勉強すること」は、自分から進んでできることが大切です。この三つをしっかり守って、皆

さんには、楽しい学校生活を送ってほしいと願っています。 

さて、保護者の皆様、お子様がめでたくご入学の日を迎えられましたことを、心からお慶び申し

上げます。子どもたちの健やかな成長を支えるためには、家庭・地域・学校がそれぞれの役割を十

分に果たし、連携することが大切です。今後とも、本校の教育活動へのご理解とご協力をお願いい

たします。 

また、校長先生をはじめ教職員の皆様、ＰＴＡ、地域の皆様、本校の児童一人ひとりに温かいご

指導とご支援をよろしくお願いいたします。 
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結びに、これから始まる小学校生活に、夢と希望を大きくふくらませている新１年生のたくまし

い成長と、ご出席の皆様のご健勝とご多幸を祈念し、お祝いの言葉といたします。 

平成２５年４月８日 港区長 武井雅昭 港区教育委員会 

○澤委員長 ありがとうございます。 

 小学校入学式「お祝いの言葉」、読み上げてもらいましたけれども、何かお気づきの点等ございま

すでしょうか。 

自分らの経験でも、保護者の皆さんにとって小学校の入学式というのは子育て過程の大きな区切

りになるので、非常に大事な節目の一つです。うちの女房が昔、「子育ての中で一番印象に残るもの

は何なの」と聞いたら、「子どもが小学校に入ったときだ」という話をしていました。 

この間の東京都小学校国語教育研究大会の挨拶で、港区は図書館支援員を全学校に置いていると

話しました。そういうふうに考えてみると、図書室を活用できるということは、小学校に入ると大

きなメリットですね。小学校というのは、色々と子どもたちにとって全く新しい世界で、お兄ちゃ

ん、お姉ちゃんもたくさんいますので。 

よろしゅうございますか。 

（異議なし） 

○澤委員長 では、次をお願いします。 

○指導室長 中学校でございます。 

お祝いの言葉 

港区立（   ）中学校の新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。 

今、皆さんの心の中は、今日から始まる中学校生活への希望と期待で満ちあふれていることと思

います。 

中学校生活では、小学校で培ってきた主体性をさらに伸ばし、自分で考え、判断し、行動するこ

とが一層求められてきます。皆さんには今日から、中学生になったという自覚を持ってもらうとと

もに、これからの３年間の学校生活を充実したものにするため、次の二つのことを心がけてほしい

と思います。 

第一は、「どんなことも積極的に学び、自分のよさをさらに伸ばすこと」です。 

中学校では、教科の学習はもちろんのこと、学校行事や生徒会活動、部活動など、様々な活動が

あります。これから始まる中学校生活の中で、新しいことを積極的に学び、その活動を通して自分

自身を磨き、自分のよさを伸ばしていってください。高い志のもと、将来に向けた目標を持ち、そ

の目標を達成するために、主体的に努力できる人になってください。 

第二は、「思いやりや感謝する気持ちをもち、周囲の人を大切にすること」です。 

人間は、お互いを理解し、よさを認め合い、高め合うことで豊かな生活を営んでいます。皆さん

には、心も体も大きく成長するこの時期に、友情を育み、友達との絆を一層深めてほしいと思いま

す。皆さん一人一人が相手を思いやり、いじめのない学校づくりに向けて行動してほしいと思いま

す。また、忘れてはならないこととして、皆さんが立派に育ったのは保護者や地域の方々、そして
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先生方など多くの人々の善意や支えがあってのことです。それらの気持ちや期待にｺ応えていくこと

が大切です。人から受けた支援や親切に感謝するとともに、自らが周囲の人に一層貢献できる人に

なってください。 

さて、保護者の皆様、お子様がめでたくご入学の日を迎えられましたことを、心からお慶び申し

上げます。子どもたちの健やかな成長を支えるためには、家庭・地域・学校がそれぞれの役割を十

分に果たし、連携することが大切です。これからの３年間、今後とも、本区の教育活動へのご理解

とご協力を、お願いいたします。 

（  ）校長先生をはじめ教職員の皆様、ＰＴＡ、地域の皆様、本校の生徒一人ひとりに温かい

ご指導とご支援を賜りますようよろしくお願いいたします。 

結びに、これから始まる中学校生活に、夢と希望を大きくふくらませている新１年生のたくまし

い成長と、ご出席の皆様のご健勝とご多幸を祈念し、お祝いの言葉といたします。 

平成２５年４月９日 港区長 武井雅 港区教育委員会 

以上でございます。 

○澤委員長 ありがとうございます。中学校の入学式の「お祝いの言葉」です。何かお気づきの点

ございますでしょうか。 

○綱川委員 正式なものは学校に置いてくるので、第２のところの４行目「皆さん一人一人が」、一

人一人になっているのですけれども、最後の段のところは平仮名とあって、多分一人、平仮名ひと

りの方がいいのではないでしょうか。 

○指導室長 統一させていただきます。「一人ひとり」にします。その方が読みやすい。 

○澤委員長 ほかに何か。 

○永山委員 お台場学園小中一貫校だと、１年生というか７年生、そういうのは直してもいいので

しょうか。 

○澤委員長 いいのではないかと思いますけれども、どうでしょうか。 

○指導室長 ７年生と呼んでいるので、子どもたちは特に違和感がないということで、私たちのこ

とを言っているのだなと分かればいいと思います。７年生でも構わないと思います。 

○綱川委員 お台場学園へ行く人のお祝いの言葉はそういうふうになるわけですね。 

○澤委員長 では、お台場学園の方は「７年生」ということです。 

○澤委員長 結びの「新１年生」のところ、これを「新７年生」。 

○綱川委員 「新」もおかしいですね……。 

○永山委員 新たに来る方も何名かいるので。 

○綱川委員 でも、皆新しく７年生にはなるわけですね。 

○澤委員長 みんなそうですね、そういう意味では。 

○綱川委員 新２年生も新３年生も。あと、冒頭はお台場学園港陽中学校ですよね。 

○澤委員長 今までの経験だと入園式、１年生は本当に小さいですね。けれども中学というともう

大人に近い。あの６年間の変化の大きさをつくづく感じます。 
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 それでは、よろしゅうございますか。 

（異議なし） 

○澤委員長 それでは、よろしくお願いします。 

 

第４ 教育長報告事項 

１ 平成２５年度予算について 

○澤委員長 次に、日程第４、教育長報告事項に入ります。 

まず「平成２５年度予算について」。庶務課長、説明をお願いします。 

○庶務課長 それでは、教育委員会資料のナンバー２をご覧ください。 

まず一番最後につけてございますＡ３版の「平成２５年度当初予算案の概要」をお開きください。、

港区の平成２５年度当初予算(案)の概要を説明したものでございます。 

将来を見据えた財政運営として、平成２１年度からは３年連続して減収となりましたけれども、

２５年度予算では特別区民税収入が回復し、２４年度予算と比較しまして３５億円の増収に転じる

という見込みになってございます。とはいいましても区財政を取り巻く状況は、依然として厳しい

状況が続いており、例えば平成２３年度の経常収支比率は、２１年度から２２年度にかけて８．８

ポイント悪化し、さらに０．６ポイント悪化するというような財政構造の変化も予想されているこ

とから、一層行財政改革に取り組んでいく必要があるという認識でございます。 

次の段ですが、中・長期的視点に立った次世代に過度な負担を残さない財政運営を展開すること

とし、２５年度予算編成においては、財政フレームを堅持し、基金を効果的に活用するとされてお

ります。 

そのようなことから、次の段になりますが、新規・臨時及びレベルアップ事業につきましては、

「区民とともにつくる安全で安心できる港区」の実現に向けて、必要性・効率性・効果性を十分見

極めた１７０事業を計上しております。 

平成２５年度の予算案は、右上になります「区民とともに創る安全で安心できる港区」を実現す

るための予算でございます。 

また左側に戻っていただきまして、平成２５年度の各会計当初予算をご覧ください。 

一般会計は１，１５８億５，０００万円で、対前年としましては１２３億円、１１．９％の増と

なってございます。 

また、平成２５年度の重点施策につきましては、区民の生命と財産を守る安全確保の実現に向け

た取組としまして３１億１，８８６万円、待機児童解消の実現に向けた取組としまして５９億２，

２８５万円、参画と協働により都心の未来を切り拓く取組としまして１１６億２，９４０万円を計

上してございます。 

その一番下になります新規・臨時・レベルアップ及び地域事業でございますが、合計１７０事業、

３０７億８，７８１万円を計上してございます。 

真ん中の段になりますが、主要事業としましては、一つ目に「災害に強く、安全で快適な潤いの
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あるまちをつくる」事業として５９事業、二つ目は、「生涯を通じて夢と希望を持って安心して暮ら

せるまちをつくる」事業として５０事業、３番目は、「未来に向かって活力あふれるまちをつくる」

事業として３５事業、合計１４４事業、２９９億６，６１８万円を計上してございます。 

教育委員会にかかわる事業としましては、二つ目の「生涯を通じて夢と希望を持って安心して暮

らせるまちをつくる」というところの一番右の段になりますけれども、「世界で活躍する子どもたち

を育む学校教育を推進します」という１８事業、２４億３，３９４万円というところをご覧いただ

ければと思います。また、一番下の「未来に向かって活力あふれるまちをつくる」の３番目、「文化

芸術・スポーツに親しむ環境を創出します」というところ９事業、５億７，０２２万円についても

ご覧いただければと思います。 

それでは、１ページ目にお戻りください。資料に沿って説明をさせていただきます。 

予算の概要ですが、一般会計予算を１，１５８億５，０００万円という計上してございます。 

二つ目の教育費の予算の概要になります。 

歳入につきましては、２５億４２２万５，０００円を計上しております、対前年当初としまして

は９億５，４４２万４，０００円の増で、１６２．４％増になってございます。 

歳入増の原因でございますけれども、教育施設整備基金の繰入金があり、教育施設の整備に充て

るお金を繰り入れたことによるということの増でございます。 

歳出では、１３７億６４３万３，０００円を計上してございます。その内訳ですが、職員の人件

費として２８億３，２５５万円、事業費として１０８億７，３８８万３，０００円を計上してござ

います。当初予算としましては、１８．２％の増でございます。 

事業としては、いじめ・不登校対策、学校情報化アクションプラン策定、新郷土資料館整備、新

教育センター整備、区民体育大会などの新規・臨時事業を計上するとともに、既定の事務事業にお

いて見直しを行っております。主な歳出増の原因としましては、朝日中学校通学区域の小中一貫教

育校建設費、麻布図書館建設費及び開館の準備費が挙げられてございます。 

裏面に移りまして２ページ目でございますけれども、先程ご説明しました歳出の事業費の内訳を

お示ししてございます。事業費の中の経常経費及び新規・臨時等の事業経費に分けてお示ししてあ

ります。 

経常経費につきましては８０億４，３４８万円で、対前年比で６％の増となってございます。 

新規・臨時等の事業経費につきましては、２８億３，０４０万３，０００円で、対前年では１６

８．７％の増ということでございます。 

新規・臨時・レベルアップ事業につきましては、平成２４年度が１４事業であったのに対しまし

て、２５年度では２７事業に増加しております。 

次に別紙１をごらんください。平成２５年度の一般会計予算の構成になってございます。 

教育費は、１３７億６４３万３，０００円ですが、対前年につきまして２１億５９６万円、１８．

２％の増ということが示されてございます。 

次に、別紙２をご覧ください。新規事業等の経費の一覧をお示ししてございます。１番の子ども
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読書推進事業から２７番のスポーツ団体育成事業まで、合計２８億３，０００万余の金額にそれぞ

れの内容をお示ししています。 

次に、もう１枚おめくりいただきますと予算の集計表がございます。教育費の中のそれぞれの費

目、教育総務費、小学校費、中学校費、裏面にいきまして校外施設費、幼稚園費、社会教育費、社

会体育費、それぞれの費目に応じてどのような内容になっているか、人件費、事業費に分けた資料

も添付してございます。甚だ簡単ではございますが、平成２５年度の当初予算についての説明とさ

せていただきます。 

○澤委員長 ありがとうございます。 

ただいまの予算に関する説明に対しまして、ご質問等ございましたらお願いいたします。 

○小島委員 別紙２の新規事業等経費一覧の３番の地域と連携した合同運動部活動モデル事業、こ

れはどんなことをやるのでしょうか。 

○指導室長 これは港南中学校で実施しておりますサッカーの部活動です。まだ、なかなか部員も

１１名そろわない状況がありますけれども、これをきちんと位置づけまして、今年度モデル実施的

に行いましたので、さらに部員を集め、地域に根ざしたものにしていきたいということで計上して

ございます。 

○小島委員 これは港南中学校だけでなく、他の区立中学校の生徒もここに入れるのでしたか。 

○指導室長 港区の公立中学校１０校からこの部活動に参加できるようになっております。また、

近隣の港南小学校、芝浦小学校の高学年児童もこれの練習に参加できるということともう一つは、

レインボーガールズという地元の港区のチームがございまして、この子どもたちも本来ですと小学

生までなのですが、卒業した子どもたちも一緒に来まして、中には私立中学校に行っているお子さ

んもレインボーガールズということで一緒に参加してございます。 

○小島委員 次に学校支援地域本部で予算が５１万８，０００円ついていますが、実際にはどのよ

うなことをされるのですか。 

○生涯学習推進課長 ５番の学校支援地域本部事業５１万８，０００円でございますが、予算の概

要としましては、啓発費用として計上しているものでございます。青少年委員ですとかＰＴＡの内

部の方に学校支援地域本部の事業を知ってもらうとか、実際に実施されている区を見学してもらう

という事業を組んでおります。 

○小島委員 本年度、２５年度は、そういう色々な関係者に学校支援地域本部の制度をよく理解し

てもらうことをやっていくということでしょうか。 

○生涯学習推進課長 外部の方に関しましては、そういった啓発で事業を理解していただく。地域

本部に関しましては、教育委員会内部の実際の仕組みですとか体制ですとか、そういったところを

検討していく予定でございます。 

○小島委員 ６番の港区幼稚園教育振興方針の検討で４６８万５，０００円の予算を計上している

のですが、振興自体でお金を使うのであれば色々もっとかかるのでしょうけれども、方針の検討で

４６８万、これはどういう内容なのでしょうか。 
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○教育政策担当課長 こちらの方は、外部の学識経験者を交えて私立幼稚園と今後の幼稚園教育に

ついて検討していく検討会の運営支援業務委託料と学識経験者の方の報償費でございます。 

○小島委員 分かりました。 

○綱川委員 新聞を見ていますと、２３区全区が東京新聞は毎日２区ずつぐらいその年の予算の区

長記者会見の内容で出てきて、今年港区の方を見たらそんな目玉がなかったかなと。教育に関して

も紹介されていなかったので、その中で特段何か、多分教育長も出られていたと思うのですけれど

も、教育か何かで記者から質問があったか、港区で特にアピールしたところはどこなのかなという

のが１点目です。 

２点目が、横開きの表で予算比較、学校給食費が「委託校の増加による」というふうに書いてあ

って１２．６％増になっているのです。１０何年前に給食のあり方検討委員会の委員をやっていま

した。予算の件から人件費の件とか、そういうところから削減の方向でオーケーを出したのですけ

れども、外部委託しているのに１２．６％上がっているという意味がわからないのでご説明してい

ただきたいのと、あと新規事業等経費一覧の学校地域支援本部について、小島委員がおっしゃった

ところなのですけれども、社会教育委員の会議の答申を出したときに生涯学習推進課が所管なのか、

どこでやるのか。将来的にどういうふうに教育委員会で考えていくべきなのかというのを以上３点

質問させていただきます。 

○教育長 まず、予算の関係で。今回、区長の記者会見、プレス発表で、教育関係としては、いじ

め・不登校対策事業と、中学生理科パワーアップ事業を発表いたしました。この二つを教育委員会

として目玉ということでやったのですが、区長が全体の中の教育の関係でパネル等を使って説明し

ていただいたのがいじめ・不登校対策の事業です。これは、教育委員会だけでいじめ・不登校の問

題について対応していくということではなくて、全庁あげてしっかり対応していこうということで、

区長部局とそれから教育委員会が一緒になってやろうということで、子ども子育て支援推進本部と

いうのが全庁的にやる組織としてあって、その中の一つの分科会みたいな形でいじめ・不登校をや

っていく。あれは待機児童などの問題もやるのですけれども。ということでやっていきますよとい

うことで、１２月にやった子どもｻﾐｯﾄの写真なども区長から説明していただいて、子ども宣言とい

うのをつくって、色々総合的にやっていきましょうと、そういう説明をしました。 

記者からは、「区長部局と教育委員会が一緒になってやるというのは、ほかの自治体から見てあま

りないことなのですか」という、そういう質問がありました。指導室長から答えてもらったのです

が、「やっぱり縦割りではないですけれども、教育委員会は教育委員会で、区長部局は区長部局でと

いう形でやっていることが多いのではないでしょうか」ということで、「区としては全庁一丸となっ

てやっていきます。地域、学校、家庭が一体となって総合的にやっていきます」、そういう説明をし

ております。よろしいですか。 

○学務課長 小学校費の学校給食費でございます。これにつきましては、平成２５年度から白金小

学校を新たに委託いたします。大規模校ということもございまして、その委託経費です。小学校は

全体として児童数が増えておりまして、基本的に食数が増えております。委託経費の大半は人件費
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が占めるということになっておりますので、食数の増に応じて委託経費が若干増加傾向にあるとい

うことが主な理由でございます。 

○庶務課長 今、小学校費のところをごらんいただきますと、職員の人件費、縦の欄を見ていただ

きますと学校給食費のところには人件費は含まれていなくて、この資料では２４年度と２５年度の

人件費の比較ができない状況になっておりますので、申し訳ございません。後ほど２４年度と人件

費に特化したものでお示しさせていただきたいと思います。 

○綱川委員 主な増減理由のところにこれが書いてあるから紛らわしいのであって、「委託校の増加

による」という書き方ではなくて、違うのではないかなと思ったのです。 

○小島委員 ただし書きで「ただし、人件費は一緒にしている」と右側に入れればいい。 

○綱川委員 そうしないと、委託が増えていったらお金が増えていってしまうのというふうに捉え

かねないから、職員の人件費はどんどん減っていくけれども、こっちで委託費が増えていくという

のは分かるのですけれども、書き方を工夫した方がいいかなと思っただけです。 

○生涯学習推進課長 ３点目の学校地域支援本部でございます。綱川委員ご指摘のとおり、昨年、

社会教育委員の会議、また、教育委員会の中でも「生涯学習推進課がその事業を担うのがいいのか」

というご意見をいただいてございます。現状、こちらの方の事務局、生涯学習推進課と教育政策担

当の方で２課で事務局の方を担わせていただいております。先程の小島委員のご質問の中で、内部

的には検討を進めていくという話をさせていただきました。生涯学習推進課、教育政策担当の２課

が事務局になりまして、内部でそれぞれの役割分担を決めて進めてまいります。 

○永山委員 ２５番の学力向上事業というので、土曜講座、こちらについて少し説明してください。 

○指導室長 こちらでございますけれども、今、委員がおっしゃったとおり、土曜講座等を含めた

学力に関するものが入っております。あとは学力調査ですとか、そういった内容も含めてこちらに

入っております。特にあと大きいところでは、この後話題になります少人数講師の派遣の予算もこ

ちらに含まれております。 

○永山委員 土曜講座はすごくいいのですが、あまり融通性がなく、子どもたち、生徒にもあまり

不評の部分が多いので、続けるのはいいことなのですが、中身をもう少し検討して、そこに見合っ

た何か、もう少し自由度といいますか、例えば学校の期末の前でしたらその対策をするとか、ある

程度年間で決まったものを淡々と進めている感がありますので、そういう保護者の意見を聞き入れ

てもらうようなシステムとかもう少しつくった方がいいと思います。せっかく高価な予算をつけて

いただいているので、内容をもう少し検討した方がいいかなと思います。 

○指導室長 おっしゃるとおりテキストを用意してやっているところがありまして、回数も限られ

ておりますので、なかなかそれがやりきれないという実態がありますので、今年度変えたのは、生

徒と保護者からのアンケート調査を実施して、その声を反映して来年度に臨むということで、いわ

ゆる委託先が自己評価をする中で、受講者と保護者の方の意見を踏まえた上で改善していくという

ことを盛り込んでおります。その結果を見て、おそらくそういった意見も入ってくると思いますの

で、そういった意見を踏まえてやっていきたいと思います。 
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また、今年度から長期休業日中に特別講座ということで設けました。その中でいわゆる今おっし

ゃったような部分ができないかなということで検討したのですけれども、なかなか、参加するお子

さんの状況もありまして課題として残っておりますので、次年度に向けて改善してまいりたいと思

います。 

○綱川委員 あと１点、２１番の教科用図書事務ということで、どこかの資料で見たのだけれども、

電子教科書だと思うのですが、これというのは、例えば教科書の選定が変わったりするとまたかか

ったり、そうすると今回は「臨時」と書いてあるのですけれども、将来的にどのように変わってい

くのでしょうか。 

○指導室長 この予算は、デジタル教科書の予算でして、昨年度小学校に入れていただいたので、

今年度は中学校に入れた予算です。予算自体は昨年度より下がっております。教科書採択は教育委

員会で採択していただいておりまして、４年に一度変えるということですが、おそらく学習指導要

領が変わらない限り大きな改定はないということで、例えば電子教科書、デジタル教科書を入れて

いても、学習指導要領の改定がない限り内容的には増えたり減ったりはしませんので、マイナーチ

ェンジになると思います。次の採択で教科書が変わることも十分ありますので、そういったときに

買いかえなければいけない状況は出てきますので、４年間使うものということで考えております。 

○綱川委員 よく分かりました。例えばデジタル教科書と採択する教科書が一体ですよね。その辺

が採択する理由とか、そういうふうになってくると、足かせになったらまずいかなと思って、やっ

ぱりそれはどこを選んでも予算的に束縛されないような感じでこれから考えていかないとまずいの

かなというふうに思いますので、ご検討いただけたらと思います。 

○澤委員長 「事務」と書いてあるのは何か意味があるのですか。 

○指導室長 予算上の表記です。 

○澤委員長 今の内容とタイトルが違和感あるなという印象ですが。 

○指導室長 おそらく教科用図書採択の予算というのは、４年に一度つけているのだと思います。

いわゆる協議会を開いてやらなければいけないので、その部分の予算との使い分けで、あくまでも

これは教科用図書の事務的なものであるということで、採択の年度を意識しての表記だと思います。。 

○澤委員長 いずれにしても中学校のデジタル教科書を購入するということですね。分かりました。 

○綱川委員 何でわかったかというと、議会のホームページの方を見たらデジタル教科書が書いて

あったのです。記者発表の資料か議会の資料をホームページ上で見ていたら。 

○澤委員長 デジタル教科書は非常に授業上有用なので、大いに活用したい。ただ、お金もかかる。 

 先程話がありましたように、教育委員会の課題の大きな一つが中学校の理科、これは学力という

意味ですけれども、そこでパワーアップ事業、それから学校情報化アクションプランとか、意欲的

な新しい事業が入って期待できます。よろしゅうございますか。 

○綱川委員 ８番の小中一貫教育の推進というのは、多分今、教育委員会の中でメインというか、

重点事業なのですけれども、この中で予算が５２万５，０００円。先程の地域支援本部もメインだ

ったと私は思っているのですけれども、この二つがすごく、全体から見るとすごく少ないような感
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じがして、三鷹とかそういうところの例を見ますと、結構前年度、前々年度よりお金がかかってい

るような情報は聞いているのですけれども、５２万というのは何をする予定ですか。 

○教育政策担当課長 朝日中学校通学区域、小中一貫教育校のカリキュラムを作成するに当たって、

大学の研究機関と連携をしたいということがございまして、研究機関への委託費という予算がござ

います。 

○澤委員長 中之町幼稚園の仮園舎移転に１，７３２万という、これは中身はどういうことですか。 

○学校施設計画担当課長 こちらにつきましては、移転の前に埋蔵文化財調査を行うということに

なっておりまして、そちらの費用が計上されてございます。 

○小島委員 そうすると、先程もそうですが、事業名をもう少し検討してもらわないと、中身はか

み合っているのですが、言葉上ちょっと。 

○綱川委員 説明書が欲しいですね。 

○小島委員 端的に分かるような。 

○学校施設計画担当課長 事業名は予算書上の事業名がここに計上してあるだけですので、もう少

し分かりやすい表記の仕方を考えてみたいと思います。 

○澤委員長 それでは、次に進みます。 

 

２ 平成２４年度秋の通学路点検の実施結果報告について 

○澤委員長 通学路点検の実施結果告について。学務課長、よろしくお願いします。 

○学務課長 それでは、「平成２４年度秋の通学路点検の実施結果について」ご報告いたします。資

料ナンバー３になります。 

 通学路点検は、各学校中心に、ＰＴＡ、総合支所、警察、町会・自治会等の参加を得まして、毎

年春と秋に実施しているものでございます。 

点検の実施日、参加人数等につきましては、資料の１枚目、３番のとおりでございます。１９校

で実施してございます。 

裏面に移りまして、主な点検による意見として挙げられたものになってございます。やはり放置

自転車・バイクや、路上駐車というマナーですとかルールに関するものというのが多く占めてござ

います。また、信号や横断歩道等の設置要望というのもございます。 

通学に際して危険ではないかと思われる点の指摘とともに、これまでの指摘に対しての改善状況

というのもあわせて点検しているところでございます。５番のところでございますが、主なものを

改善した例として挙げてございます。ここで具体的に写真がありますので、こちらをご覧ください。 

３番目の東町小学校の「通学路標識が見えにくい」ということです。以前は車道側ではない方に

立っていたため、「車両から見えにくい」という指摘がありまして、麻布警察署の協力を得まして、

いち早く車道側に出すことによってドライバーからよく見えるとようになっております。 

それと港陽小学校の区域でございますが、三番街のローソンのところ、防護柵が１区間なかった

ため、横断歩道に子どもたちが斜めに入っていくと危ないということで１区間延ばしてもらったも
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のでございます。港湾局のご協力でいち早く１１月にはやっていただいたということで、着実にこ

ういった成果が、得られているということをあわせてご報告させていただきたいと思います。 

毎年交通安全運動に呼応し実施しておりまして、新年度に入りますと早速春の通学路点検が始ま

ってまいります。ＰＴＡ役員の方ですとか色々メンバーがかわりますが、同じ道であってもまた新

たな視点で見るということで、引き続き通学路の安全確保を学校とともに取り組んでまいりたいと

思います。 

説明は以上でございます。 

○澤委員長 ありがとうございます。 

 それでは、今の通学路点検の実施結果につきまして何かご質問等ございますでしょうか。 

○綱川委員 毎回小学校のを見せていただいていて、改善がどんどん進んでいくのかなと思います

が、中学校はこの間も高陵中学校で不審者が出たり、そういうのがあって危ないところがあるよう

な気がするのですけれども、中学というのは大人だからいいということで見ていないのか、それと

も１年に１回はやるのかとか、その辺はどうですか。 

○学務課長 中学生だからいいということではないのですが、小学校は１９校ございまして、ほぼ

全区的にカバーできており、重複する部分も非常に多いということもありますので、中学校の生徒

の登下校には一切配慮していないということでは決してないと考えてございます。 

○澤委員長 何年も前になりますけれども、警察とか町会、あるいは自治会とＰＴＡ、学校と総合

支所、これらが一体となってやるようになってから随分対応が早くなりましたよね、おかげさまで。 

○学務課長 特に春のところは国が動いて、国土交通省と文部科学省が協力して緊急合同点検とい

う形で実施できたおかげで、関係機関の協力がこれまで以上に得られました。この秋も連携がさら

に強化されたということを参加した学務課職員も肌で感じてきたと報告を受けてございます。 

○綱川委員 大きい事故があったからですよね。 

○澤委員長 それでは、よろしゅうございますか。 

 

３ 生涯学習推進課の３月事業予定について 

○澤委員長 次に「生涯学習推進課の３月事業予定について」。生涯学習推進課長、よろしくお願い

します。 

○生涯学習推進課長 それでは、「生涯学習推進課の３月事業予定について」ご報告いたします。資

料ナンバー４をごらんください。３月の事業予定となっております。 

 タグラグビー教室が３回など通常の取り組みとなっております。 

他に、２１日、２２日には、いわき市の物産市が生涯学習センターで開催される予定です。 

報告は以上です。 

○澤委員長 ありがとうございます。 

生涯学習推進課の３月事業予定につきまして説明をもらいました。何かございますでしょうか。 

特によろしゅうございますか。 
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４ 第３回港区２０２０年オリンピック・パラリンピック東京招致推進会議について 

○澤委員長 次に、「第３回港区２０２０年オリンピック・パラリンピック東京招致推進会議につい

て」。国体推進担当課長、よろしくお願いします。 

○国体推進担当課長 それでは、「平成２４年度第３回港区２０２０年オリンピック・パラリンピッ

ク東京招致推進会議について」説明させていただきます。教育委員会資料ナンバー５になります。 

議題は主に２点で、１点目が「港区における東京招致に向けた取組みの状況について」と、２点

目が「東京都及び招致委員会の動きについて」です。 

まず、取り組みの状況になります。次のページの資料１をご覧ください。 

港区における東京招致のこれまでの取り組みをまとめたものです。終了したもの、引き続き取り

組んでいくものなどの一覧になっております。 

（１）事業が特別区長会の助成金を活用して、１，０００万円を補正予算として計上して計画し

た東京招致気運醸成事業です。この事業は、平成２５年１月３１日までが助成対象期間となってい

ました。 

前回の推進会議のときに、②の庁有車のマグネット・ステッカーが未完成だったものが実施済と

なっています。 

また、広報みなと特集号が１月１１日に発行予定だったものが発行済になっております。 

次のページになります。（２）のところが国体実行委員会の予算で実施して補助金を申請する国体

のＰＲとあわせてオリンピック・パラリンピック招致のＰＲをする事業になります。 

前回の推進会議では、⑩番の区役所正門への円柱幕設置が未完成だったものが完成して実施中に

なっております。 

その下の２のところが、招致委員会の協力で実施した学校へのアスリート派遣事業です。この事

業は、１月ごろ実施予定だったものが実施済になっております。 

次に１ページ飛びまして、４ページ目にあります「別紙」と記載された資料をごらんいただけれ

ばと思います。 

（２）の補正予算で実施した気運醸成事業で購入したオリンピックの公式グッズや、（２）の国体

の実行委員会の経費で区が作成した国体とオリンピックの啓発グッズも補助金を活用するものは全

て作成し、配布済となっております。そして、区や関係団体で実施する約１００事業と多くのイベ

ントで配布をいたしました。 

以上が前回の推進会議から進捗した事業になります。 

５ページ目、右肩に「参考資料」と書いてあります写真が記載されている資料をごらんいただけ

ればと思います。 

①番のところは、これは田町の駅前の公益施設の仮囲いの広告になります。 

②番のところは、清掃車と公有車のステッカー、オリンピックシールが張ってあります。 

③番目、これはスポーツセンターをモノレール側から見た壁面の広告になります。 

④番が、これは１１月１１日に出しました広報みなとの特集号になります。 
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⑤番から⑦番のところでちぃばすのビジョン、そして右上が誠志堂のビジョン、左下が品川駅の

自由通路のビジョン、右下がラ・ピスタのビジョンという形になってございます。 

⑧番のところですけれども、これは左側の上がスポーツセンターで実施しましたパネル展です。

右が赤坂の区民センターでやったものです。左下が麻布支所の正面玄関、そして右下が高輪支所と

併設なのですけれども、高輪区民センターでやりましたパネル展になります。 

⑩番のところは、これはポスターのリサイズの事業で、ポスターを小さくリサイズしてつくった

ことによって、区の施設とか町会の掲示板、また、区設掲示板に活用することができました。 

⑪番が、これはワールドカップのサッカーのパブリックビューイングの様子になってございます。 

⑫番が、これが小学校４年生と中学生に配布しましたオリンピックの読本になります。 

次のページですが⑤番のところで、水辺フェスタの様子。 

⑥番のところは、本庁舎のパネル展になります。 

⑦番が、区民祭り、スポーツ祭り、オリンピックと国体の上り旗を設置している様子になってご

ざいます。 

⑩番が、区役所に入っていただくと分かりますけれども、本庁舎の円柱のところにあります国体

とオリンピックの円柱幕になります。 

その下に招致委員会が実施するアスリート派遣事業を活用して実施する事業が書いてございます。

右の写真を見ながらごらんいただければと思います。 

１月１５日が佐藤真海選手、陸上競技の選手が来て子どもたちの前で話をしてくれました。 

１月１７日が、白金小学校で櫻井由香、バレーボールの選手。神応小学校が大山加奈選手でバレ

ーボールの選手。青南小学校が佐藤真海選手で、陸上のパラリンピックの選手になります。 

次のページのところに笄小学校が載っております。これが齋藤洋子選手で、シッティングバレー

ボールの選手。 

１月２９日、芝浦小学校、これが柔道の田辺陽子選手に来ていただいて、子どもたちの前で話を

していただいた様子であります。 

やはりどの選手も子どもたちに向けて、「オリンピックに出場することは自分一人だけの力で達成

することは難しくて、周りの支えがあって初めて成し遂げられたもの。みんなも常に周りの方に感

謝する気持ちを忘れないでほしい」ということや、「２０２０年にオリンピック・パラリンピックが

東京で開催されるのであれば、アスリートを間近で見られるだけでなくて、今の子どもたちが選手

として出場したり、また、支える側として自分の国で行われる大会にボランティアとして参加する

こともできるかもしれない。ぜひ東京でやりたい。みんなも応援してね」というような形の話をさ

れました。 

３のところは、補助金の事業以外で区が色々主催したり、共催したり、後援したりする事業にな

ります。 

①番が区民祭りの国体とオリンピックのブースの様子になります。 

②番のところが、スポーツセンターの前でやったスポーツ祭りです。こちらも国体とオリンピッ
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クの啓発事業をやってございます。 

③番が、プレミアムつきのスマイル商品券、こちらもオリンピックのロゴマークを入れました。 

あと４番のところで、東京商工会議所との連携事業ということで、区民祭りのパレードにオリン

ピックの内村航平選手、金メダリストが来まして区民祭りに参加してございます。 

このほか新年のあいさつ交歓会であるとか、成人式であるとか、財団や体育系のイベントなど約

１００事業で色々な啓発事業を実施しております。 

○澤委員長 では、ここで一たん議事の運営上、休憩させていただきまして、この件につきまして

は、資料もたくさん添付されているので休憩時間に見ていただいて、休憩後に国体推進担当課長に

質問等をしたいと思います。 

それでは、１１時５０分に再開ということで、休憩ということにさせていただきます。 

（暫時休憩） 

○澤委員長 若干早いのですけれども、委員会を再開いたします。 

休憩前に国体推進担課長からオリンピック・パラリンピック東京招致推進会議について説明をも

らいましたけれども、何かご質問等、あるいは補足説明がありましたら、国体推進担課長、よろし

くお願いします。 

○国体推進担当課長 議題２の方なのですけれども、東京都及び招致委員会の主な動きについての

ご報告になります。 

初めに、Ａ４の横の資料２をごらんください。「立候補ファイルの内容について」の説明が書いて

あります。 

既に２５年１月７日に、東京都がＩＯＣ国際オリンピック委員会に立候補ファイルを提出してお

ります。立候補ファイルは、ビジョン、レガシー及びコミュニケーション、大会のコンセプト、環

境、財政、会場、選手村、宿泊施設などが記載されたものになっております。 

世界で最も先進的で、安全な都市の中心で開催されて、会場の８５％が選手村を中心とする半径

８キロメートル圏内に配置されたコンパクトな開催であること等、既に新聞報道等でもご存じかと

思います。 

その次のページにありますＡ４横長の資料をごらんください。会場の配置マップがついてござい

ます。１３番のところにお台場海浜公園というふうに書いてございまして、こちらが港区内での会

場になります。横に書いてありますけれども、オリンピックとしてはトライアスロンと水泳のマラ

ソン１０キロメートルの競技がございまして、パラリンピックとしまして自転車の競技のロードレ

ース、あとパラリンピックのトライアスロンが行われる予定でございます。 

その次のページに会場のＣＧのイメージの写真がございます。１３番がお台場海浜公園になって

ございまして、ちょっと分かりにくいのですけれども、海浜公園のところに仮設の観覧席をたくさ

ん設置するような形の予定をしているというふうに聞いてございます。 

また、そのほかにも港区内がマラソンコースの会場にされる予定です。 

また、新しくできますスポーツセンター、そちらの方が新体操の練習会場として使われるという
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ふうに聞いてございます。 

資料３をご覧ください。１月３０日に発表されました招致委員会独自の支持率調査の結果につい

てのご報告になります。第５回目の調査結果では、７３％で前回より７％上昇しております。その

裏面にも解説が書いてございますが、招致委員会としては各関係者の協力によりまして年末年始に

積極的な広報活動ができたこと、また、立候補ファイルを提出したことで報道による気運が盛り上

がって、大会計画等が伝わったことが支持率の増加につながったというふうにコメントを出してご

ざいます。 

コメントの下に一覧表に記載されてございますが、開催決定までの主なスケジュールの表がござ

いまして、こちらの３月４日から７日にかけてＩＯＣの評価委員会による東京視察が予定されてい

るというふうに書いてございます。 

ＩＯＣの視察に関係しまして、資料４のところになりますが、商店街を中心としまして組織した

オリンピック・パラリンピック招致及びスポーツ祭東京２０１３のＰＲフラッグ掲揚実行委員会と

いうものを設置いたしました。この実行委員会で気運の醸成を図るためにＰＲフラッグを区内の商

店街に掲揚する事業を実施してございます。実際には４年前に招致活動のときに掲揚した商店街に

声をかけて設置したようでございます。デザインは資料４の次のページ、別紙１についています。

ごらんのようなオリンピック・パラリンピックと国体のフラッグになってございます。 

港区内では、その次のページのＡ４横の資料にあります１１の商店街の名前が載っていますけれ

ども、白金商店街から始まりまして大門振興会まで、１１の商店街で約６７１枚のフラッグを掲揚

してございます。大門通りに既に設置されていますので、ごらんになった方もいらっしゃるかと思

います。 

続きまして、資料の５にまいります。同じくＩＯＣの視察にあわせてなのですけれども、シティ

装飾事業という事業の協力依頼が、スポーツ振興局の方からが来ていまして実施をしてございます。 

内容としては、ＩＯＣの評価委員会の視察ルートを中心に招致ＰＲのフラッグを掲出して、歓迎

の意を表すとともに、招致気運を盛り上げていくということです。 

具体的には、資料５の裏面にございます別紙１のとおりなのですけれども、街路灯フラッグの装

飾として、国道や都道、区道への街路灯への掲出、また、会場予定地の装飾として競技立体サイン

や大型バナーで招致エンブレム、スローガンなどを掲出、そして施設内のフラッグ掲出などを実施

しておりまして、装飾期間は概ね２月の初旬から、街路灯フラッグは４月末まで、会場予定地は９

月までと協議しているところです。 

添付されていますＡ４横長の街路灯フラッグ装飾マップというのをごらんいただければと思いま

す。港区内では主に日比谷通り、第一京浜、青山通り、その他一部区道などにも装飾がされる予定

でございます。 

その次のページにフラッグのデザインも載ってございます。「Ｄｉｓｃｏｖｅｒ Ｔｏｍｏｒｒｏ

ｗ」という５色の色とオリンピック五輪マークの旗、これがデザインパターンになってございまし

て、区役所前の日比谷通りに既に掲揚されていますので、ごらんになった方もいらっしゃるかと思
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います。 

最後になりますけれども、ＩＯＣによる国内視察調査は既に行われているかと思います。港区で

協力できる気運醸成事業については、支持率調査の結果を見る限り効果が上がってきているのでは

ないかと考えていいかと考えております。 

招致委員会の職員の方からも、「港区は２３区の中でも最も協力的かつ積極的に招致活動を進めて

いると感じている」というお言葉もいただいております。今後は、招致が決定する９月のＩＯＣの

総会で、投票権を持っている約１００名のＩＯＣ委員がいるのですけれども、その委員に対するＰ

Ｒをどのように東京招致委員会が中心となって行っていくかということが重要になってくるかと思

います。補助金対象期間は１月末までの事業ということですので、区でできることは、ある程度実

施したと思われますけれども、また、今後９月に招致が決定するまで、あわせて９月に開催される

国体の啓発ＰＲをあわせてオリンピック・パラリンピックの啓発も引き続き実施していくような予

定で考えてございます。 

説明は以上になります。 

○澤委員長 ありがとうございます。 

 国体推進担当課長から今、オリンピック・パラリンピック東京招致に関する説明をもらいました

けれども、何かご質問等ありましたら。 

課長、支持率が非常に上がってきたということで、皆さん一生懸命やっていただいている効果が

出てきているのだろうと思いますけれども、ＩＯＣはＩＯＣで独自の調査をやるのですよね。 

○国体推進担当課長 ７３％というのは、東京都が都内の１８歳以上の男女２００人に対してやっ

たものでございまして、それとは別にＩＯＣが独自に２月にやっていると考えられます。。 

○澤委員長 もう既にやっているわけですか。その数値はまだ発表にはなっていない。 

○国体推進担当課長 まだ発表にはなっておりません。都の調査と数値が出ればいいのかなという

ふうに考えております。 

○綱川委員 私もやはりああいう感動は自分たちの子どもや孫に見せたいのですけれども、やはり

りＩＯＣというか、そこもロビー活動をあまり派手にしてはいけないとか、独自に招待して訪問さ

せてはいけないとか、粛清の方向でいっているのに、本来でないところが、こんなに皆さん大変な

ことをやっているということがどうなのかなと。各国もやっているわけでしょう、スペインだって

トルコだって。それでお金が回ってくるということで、経済の振興になればまた別ではいいのでし

ょうけれども、スポーツはもっと純粋にやってほしいなと思うところは感じるところで、この地図

を見させていただいても、本当に国民に対して啓発をしているのではなくて、通るところ、１００

人の方が移動するところだけやっているような感じになっていて、本来でしたら国民一人ひとりが

来た方に対してウエルカムの心を持って対応できるということを見せなければいけないところだと

思うのです。その辺をやはり我々もしっかりちゃんと考えなければいけないのかと感じました。 

○国体推進担当課長 確かにおっしゃられるとおり、かなり東京都もそうですし、各区も負担的に

は大きいのですけれども、商店街と一緒になってＰＲしたりとか、区役所の中、全庁挙げて色々な
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各課でやっている事業に一緒になってＰＲ活動してもらうとか、そういった意味では区の中もそう

ですし、東京都民全員が今一丸となって東京招致に向けて頑張っていく一体感みたいなものが結構

ありまして、そこの部分では決して都民にもはマイナスではないのかなというふうに感じています。 

○澤委員長 実際責任者の一人として活動していて、そういう印象は持っているわけですね。だけ

れども、ＩＯＣもレスリングをどうするかとか、よくわからない動きも見られて、誰かに言わせる

とＩＯＣが商業主義の方向に走っているとかという人も中にはいましたけれども。 

 よろしゅうございますか。 

（異議なし） 

 

５ 図書館・郷土資料館の３月行事予定について 

○澤委員長 次に、「図書館・郷土資料館の３月行事予定について」。図書・文化財課長、よろしく

お願いいたします。 

○図書・文化財課長 それでは、「図書館・郷土資料館の３月行事予定について」ご報告させていた

だきます。資料ナンバー６でございます。資料２ページをご覧ください。 

 映画会の報告でございますけれども、３月１０日、１１日、こちらは東日本大震災からちょうど

２年ということになりますので、それを踏まえまして高輪図書館、みなと図書館でそれぞれ関連の

映画会を実施する予定でございます。 

 それから資料の３ページでございます。子ども会でございますけれども、３月２４日、こちらは

春休みに入りますけれども、春休みの子ども会としまして、三田図書館で東京大学のサイエンス・

コミュニケーション・サークルというサークルの学生の方に協力をいただきまして、科学実験の講

座を実施する予定でございます。 

それから４ページでございます。郷土資料館でございます。３月９日と２３日、親子学習会とい

うことで、９日には旧芝離宮庭園の見学・解説を実施いたします。それから２３日には、三田図書

館の３階集会室で日本庭園の歴史ということで、ミニミニ石庭で枯山水をつくっていただくような

講座を予定してございます。 

５ページでございます。郷土資料館３月の展示ですけれども、館の所蔵しております武家文書を

展示する予定になってございます。江戸時代の武家文書を、旗本・御家人、大名・藩士に分けて紹

介するというような展示でございます。説明は以上です。 

○澤委員長 ありがとうございます。 

 ただいまの説明に対してご質問等ございますでしょうか。 

 先程、説明の中の春休み子ども会で、２４日の東京大学のサークルというのは、これは三田図書

館の方で独自に協力依頼して、このサークルが協力してくれるということになっているのですか。 

○図書・文化財課長 委員長がおっしゃいましたとおり、三田図書館の方から東京大学教育学部の

学生さんのサークルの方に声かけをしていただいて、身近な材料を使った科学実験、理科に興味を

持っていただくということの一環として簡単な実験をやっていきたいということで、対象は小学校
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の１年生から３年生ということで実施しました。 

○綱川委員 こういう事業というのは、ほとんど指定管理者が見つけてくるのですか。それとも司

書さんとか学芸員さんがやっていくのでしょうか、どっちなのですか。 

○図書・文化財課長 基本的に、例えば今のような事業ですと、これは年間にこういった事業をや

ってくださいという形で、中身の指定はしないのですけれども、こういった子ども向けの事業をや

ってくださいということは私どもの方とで調整をしております。ただ、本当の中身については、基

本的にはそれぞれの指定管理者が独自のルートで色々なところとつながりの中で見つけてきて、そ

れを私どもに報告して、私どもの方で了解をするという形でございます。。 

○綱川委員 ということは、やはり指定管理者を選ぶときも、そういうようなプレゼン能力とか、

そういうのが評価に入っていくと、私はどんどん図書館が活性化してくるのかなと思いますので、

よろしくお願いします。 

○澤委員長 これまでも色々ユニークな行事をやっていただいていて、確かに綱川委員が言われる

ように活性化の方向にいっているのではないか、そういう印象を持っています。 

 ほかにございますでしょうか。よろしゅうございますか。 

 

６ 平成２５年度港区立高輪図書館の臨時休館について 

○澤委員長 次に「平成２５年度港区立高輪図書館の臨時休館について」。図書・文化財課長、お願

いいたします。 

○図書・文化財課長 それでは、「平成２５年度港区立高輪図書館の臨時休館について」ご報告させ

ていただきます。 

 高輪図書館につきましては、高輪コミュニティーぷらざの中に設置された図書館でございます。

コミュニティーぷらざ全館の年間を通じての重点清掃とか点検等に伴いまして、コミュニティーぷ

らざ全館が休館をするというような状況がございます。それに合わせまして高輪図書館につきまし

ても、平成２５年度につきましては通常の館内整理日以外にこういった形で４日間休館をさせてい

ただくということでございます。 

 周知につきましては、記載のとおり図書館ホームページ、図書館カレンダー、館内ポスター、広

報みなと等で利用者の方にお知らせしてまいる予定でございます。説明は以上です。 

○澤委員長 高輪図書館の臨時休館につきまして説明もらいましたけれども、何か質問等、あるい

はご意見ございますでしょうか。 

よろしゅうございますか。 

 

７ ３月指導室事業予定について 

○澤委員長 次に、「３月指導室事業予定について」。指導室長、説明をお願いします。 

○指導室長 ３月は年度末のまとめの時期ということで各種研修会の最後の回ということで、こう

いった内容で年度を振り返って来年度に向けて準備ということでございます。 
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１点だけご連絡差し上げたいのは、第４回の中学校「東京駅伝」がございまして、第１回目は男

子１０位、女子１１位、総合８位、第２回は地震で中止、第３回が男子１５位、女子４１位、総合

２６位ということで今回第４回目になります。昨年と同じ味の素スタジアムということで、非常に

港区の子どもたちは練習会を多く持って本番に臨んでおりますので、ぜひお時間が都合つきました

ら見ていただきたい。以上です。 

○澤委員長 ありがとうございます。 

 ただいまの指導室の３月事業予定等につきましてご質問等はございますでしょうか。 

○綱川委員 この間も学校経営研究会とかあって、各中学校区の小中一貫の説明を受けたのですけ

れども、私は教育委員になってから説明を受けているところで、この間のパンフレットにも「（仮称）

アカデミー」と書いてあるのです。最近「アカデミー」という言葉が定着して、ここも全部「アカ

デミー」と書いてあって、この間教育長の挨拶文のところへ「（仮称）アカデミー」と書いてあって、

「アカデミー」という言葉が定着はしているのですけれども、正式にどうするのかというのがいま

だ論議がされていないと思うのです。その辺は将来的にどうするのでしょうか。 

○指導室長 「アカデミー」というのは、いわゆる研究の単位ということで使っておりまして、港

区教育振興プラン等には位置づいていない部分があります。これは指導室としては研究の単位とい

うことで呼んでおりますので、将来的に小中一貫教育校の設置に向けてどう位置づけていくかとい

うのは今後検討していく必要があると思います。 

○綱川委員 そのときにも質問したのですが、各学校区単位で名称については決めなさいというよ

うな感じでやっていたのが、みんな「アカデミー」になってきましたよね。 

○指導室長 将来的に学校設置とは別の呼び方ですので、「（仮称）アカデミー」ということで呼ん

でおります。そこは区別して考えてまいります。 

○澤委員長 「アカデミー」という言葉も大分浸透しているようです。我々も地区教育会議などで

も話をし、教育政策担当課長がアカデミーの言葉をＰＲしたわけではないけれども、小中一貫校の 

説明で話をしました。 

よろしゅうございますか。 

 

８ 少人数指導講師授業について 

○澤委員長 次に、「少人数指導講師授業について」。指導室長、説明をお願いします。 

○指導室長 資料ナンバー９になります。今回、どこを変えたかということを中心に見ていただき

たいのですが、２番の要綱改正による区費採用講師の配置の変更ということで、これまで小学校１

年生につきましては、１学級の児童数が２０名を超える学級については少人数指導講師を配置して

まいりました。そして、これまで小学校２年から６年については、１学級の児童数が３５人を超え

る学級については機械的に講師を配置してきた。それが学校の子どもたちの状況に応じて、学力向

上を目的とするコース別のための講師を配置してきたということです。今回見直しを図ったのは、

どうも小学校２年生から６年生について、１学級の児童数で機械的に配置するよりも、もっと有効
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な使い方があるのではないかということで２番を廃止しまして、３番の少人数指導講師について充

実する方がより効果的であるということで変更したということでございます。説明は以上です。 

○澤委員長 少人数指導で講師をつけるということに関して、配置の方針を変えたという、そうい

う説明をもらいましたけれども、何かご質問等、ご意見等ございましたらよろしくお願いいたしま

す。 

○小島委員 今の３５人を超える学級に機械的に配置していたのを取りやめ、それ有効活用すると

いうことなので非常にいいことだと思うのです。主に学校長にその人数分を任せるということなの

ですか。 

○指導室長 基本的に計画をつくるのは学校長です。例えば算数であるとか理科であるとか国語で

あるとか、様々な考え方があります。ただ、その内容については、指導室の方で本当にそれで効果

があるのかということを精査した上でコマ数を配当していくという考え方ですので、学校任せにす

るということではございません。 

○綱川委員 今までの機械的な配置はやめるというところを、学校ごとに既得権みたいに講師の数

をうちの学校は何人だというようなことだとあまり意味がないのかなという、そういうことではな

い。 

○指導室長 そうです。 

○澤委員長 当初、３５人を超えると結構大変で、行き届かないということで一律に配置されたの

でしょうけれども。 

○綱川委員 この要綱の任期期間についてですが、最初の対照表のところには書いてはいないので

すけれども、任用の期間というのは毎年というか、毎学期というか、計画書を出させるのか、毎年

でいいのか、その辺はどういうときに教育委員会の承認を得るという形になるのでしょうか。 

○指導室長 計画書については年間で出させます。ただ、人については、１学期の様子を見て本当

にいいのか、見極めてまいります。 

○小島委員 要綱の第２条の２項の（１）と（３）の教科担任制の実施を目的とする講師、教育課

程特例の授業の実施を目的とする講師、これはどういうことなのでしょうか。 

○指導室長 まず（１）については、例えば算数、数学とか理科とかいういわゆる学習指導要領に

基づく教科を言っていまして、（３）は港区独自のいわゆる英語国際科の関係、特に中学校の英語科

国際の中での運用について、ほかの中学校よりも学習指導要領よりも週１時間多くしていますので、

その分について充てられるような状況をつくり出すために（３）を入れております。 

○小島委員 （３）はそういうことで英語国際科が増えるので、増えた分を補う意味がある。（１）

の教科担任制の実施、これは例えば算数科なり数学科を担任する講師を専任するということなので

すか。 

○指導室長 教科担任制の考え方というのは、例えば講師を入れなくてもできるのです。例えば５

年生の１組の先生は理科専門で、５年生３学級あったら三つとも理科を教える。あるいは２組の先

生は社会を教える。単学級でもできまして、６年生の先生は理科とか、あるいは５年生の先生は国
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語とかいうように、それぞれ教科の専門を決めるということで、（１）については小学校に限定して

おりますけれども、発想はそういった中で教科を決めることによって、その教科の指導力が上がる

ということが背景にありますので、そういった活用の仕方を考えています。場合によっては、小学

校の算数で中学校の数学の免許を持っている人が指導に加わるということは想定できると思います。 

○小島委員 例えば規模の小さい小学校などの場合に、算数は正規の先生でなくて区費講師が担当

するということも起こり得るのでしょうか。 

○指導室長 全てを講師任せにすることは認めない方針です。やはりその学校の教員が責任を持っ

て教科を指導するという上に立って部分的に任せるということはあります。 

○小島委員 （１）では全て算数科を区費講師に任せるということではなくて、普通の先生がやっ

ていて足りない部分をお願いするということでよろしいのですね。 

○指導室長 そういう考え方です。 

○綱川委員 先生の配置などでも、今のお話を聞いていますと、全ていかないと思いますけれども、

将来的には小学校も教科担任制、学校によって配置するときに専門性のある教科ごとに、例えばこ

の学校は体育だけとか、そういうふうになってしまうようなところも配慮して配置しているのです

か。 

○指導室長 教員の年齢構成、平均年齢等は、正規の教員を配置する場合は考慮しています。男女

のバランスですとか、それは考慮していますので、６０近い先生ばっかりの学校というのはないし、

２０代ばっかりの先生の学校というのはないということで配慮しております。 

○綱川委員 教科の専門性。 

○指導室長 教科の専門性については、小学校については全科の免許を持っているので、どの教科

も教えられるということを前提に考えておりますけれども、一般的に音楽、図工については専科の

教員を充てております。 

○綱川委員 そうではなくて、例えば、この学校は算数を専門的に大学でやった先生ばっかりにな

ってしまうとか、そういうことではなくてバランスを考えて配置していますかということです。 

○指導室長 例えば、港南小学校が体育の研究に取り組んでいますけれども、体育の専門性の高い

教員だけを集めるということはしておりません。 

○澤委員長 ほかに。少人数講師の配置についてよろしゅうございますか。 

○小島委員 「予算の範囲内」と書いてあるのです。もちろん当然のことなのですが、何でこうい

う書き方をするのですか。予算の範囲内というのは当たり前のことだと思いますが。 

○澤委員長 特別な意味がありますか、指導室長。 

○指導室長 決まり文句です。 

○綱川委員 でも、予算も特別支援か何かのときは途中で補正したりして、予算が足りなくなった

のでというのがありましたよね。そういうことも考えられることは考えられるのですよね。 

○小島委員 それも予算の範囲にはなる。補正すればいいのだから。 

○澤委員長 よろしゅうございますか。 
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○澤委員長 以上で、あらかじめ予定している案件は全て終了いたしましたけれども、庶務課長か

ら発言を求められております 

○庶務課長 昨日ですが、教育委員会宛てに陳情が提出されましたので、本日急ではございますけ

れども、この陳情に関するご報告を１件追加していただきたいと思います。どうぞよろしくお願い

いたします。 

○澤委員長 お手元に本日配布されました資料のとおり、今、庶務課長から１件追加したいという

ことでございますけれども、ご異議ございますでしょうか。 

（異議なし） 

○澤委員長 ありがとうございます。 

 

５ 請願又は陳情 

９ 港区立幼稚園の園児募集における「双子等ルール」の改定を求める陳情 

○澤委員長 それでは、本日の日程に陳情を１件追加します。港区立幼稚園の園児募集における『双

子等のルール』の改定を求める陳情について。庶務課長、説明をお願いします。 

○庶務課長 それでは、教育委員会資料のナンバー１０をご覧ください。昨日提出されました陳情

書の写しを配布させていただいております。 

この陳情は、昨年１１月に区立幼稚園の園児募集の際、青南幼稚園でしたが、４歳児クラスで定

員５人のところに１５人の応募があり、抽選となりました。定員の最後の番号に双子が当たった関

係で１人が合格、１人が補欠となってしまったため、保護者が非常に不安に陥られたものです。陳

情の趣旨ですが、港区立幼稚園の園児募集における「双子等のルール」では、双子等は１組として

扱われ、定員の最後の番号に当たった場合、１人が入園可能、１人が補欠登録１番と定められてお

ります。１組として扱う以上、２人（全員）同時に入園可能としていただけるよう、ルールの改定

を要望するというものでございます。 

陳情の理由は、るる述べられておりますが、まず母親の育児負担が大きくなるという点、二つ目

は、「双子等のルール」のために保護者が不安と焦燥感、あるいは混乱に陥ったことが理由として挙

げられております。 

三つ目としましては、子どもが「自分が劣っているから幼稚園に入れなかったのだ」というよう

な思い込みがあり、子どもの心が傷ついたという理由が挙げられているものでございます。 

以上、簡単ではございますが、昨日提出されました陳情の内容の報告でございます。 

○澤委員長 ありがとうございます。 

 ただいま、陳情の内容を説明もらいましたけれども、何かご質問等はありますか。 

○小島委員 十分読んでいないので的確なことは言えないですが、この件に関しては、前にも小学

校の場合において、兄・姉がいる子を優先するかどうか大きな問題となりました。その問題と共通

していると思います。確かにこの方の陳情理由を聞いて、なるほど無理もないということは確かに

そういうことだと思うのですが、また、別の見方からすると、そちらだけ優先してもいいのかとい
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うそれぞれの意見の対立があると思うので、教育委員会としては、今後慎重に議論していかなけれ

ばいけない問題と感じました。 

○澤委員長 今、小島委員の発言のように、保護者としてのそういう気持ちはよく伝わってきまし

たけれども、これをすぐ双子のお子さんの場合には一緒に入れていいというふうにするということ

になると、また公平性とかの点で色々なご意見があると思うので、その辺は大きな課題かなと思い

ます。 

ほかに何かご意見はありますか。 

○庶務課長 慎重にという小島委員のお話がございましたが、この陳情につきましては、昨日、港

区議会、あるいは港区長へも陳情書が提出されております。また、今後、港区議会への請願なども

考えていらっしゃると伺っております。したがいまして、今回の陳情に関しましては、今日の教育

委員会に出席して趣旨説明はしないとのご本人からのお話がございました。 

以上、補足させていただきます。 

○小島委員 当委員会に請願がよく出ておりますが、請願と陳情はどう区別されるのですか。取り

扱いは同じということですか。 

○庶務課長 取り扱いについては、同じと考えております。また、請願につきましては請願法に基

づくもので、陳情というのは意見を述べられたというふうに考えておりますが、先程申し上げまし

たように、陳情であっても趣旨説明というような形でご本人からの説明を受ける機会を教育委員会

では保障しているものでございます。 

○小島委員 請願だと請願法に基づききちっと対応しますが、陳情についてはどうなのですか。 

○庶務課長 陳情も請願に準じて取り扱っているということです。 

○永山委員 うちも双子なので気持ちはよく分かるのですが、やはり「双子のルール」をつくると、

では三つ子はどうするのか、四つ子はどうするのかということになりますので、そうなるとまた定

員がというのもありますし、すごく大変なのは分かるのですが、もう少し色々検討しなければとい

うのが感想です。 

○綱川委員 やはりルールというのはつくったときが大事なのですけれども、やはり特例というか、

双子だから特別とか、そういうふうな特別扱いと言ったら変ですけれども、気持ちはよく分かるの

だけれども、お互いさまというか、そういうところもあるので、やはり慎重に検討していただけれ

ばなと思います。１回つくってしまうとそれはルールになりますから。以上です。 

○澤委員長 ありがとうございます。 

それでは、またこれは議会でも議論が出てくるような方向に流れているようなので、その辺の兼

ね合いで教育委員会としても検討すべき時期がきたときに、また取り扱いたいと思います。 

当初の考えでは、２月１４日に、麻布幼稚園、小学校に教育委員会訪問をさせていただいたので、

皆さんから感想を伺おうとも思いましたけれども、時間が大幅に過ぎておりますので、ほかに庶務

課長、よろしいですか。 

○庶務課長 ございません。 
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○澤委員長 それでは、これをもちまして本日の委員会を閉会とさせていただきます。 

次回は、３月１２日火曜日、午前１０時からの予定です。よろしくお願いいたします。長時間にわ

たりどうもお疲れさまでした。 

（午後 ０時２５分） 
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